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必・ Ax=UxS附 ce_ ul"'k .…............・ H ・-… H ・H ・(3)
この式を、上で述べた原子対のエネルギ-eXXと配位数Zを
用いて書き換えると次のようになる。
の .Ax = U;urface一日
=ZS附 ceTNo-zhlkず No
=!_ZBU品手 .Nol.11-互土i
<. ，¥ Z~ 帥 l






Ax=1与iU3No=ぱ13・N01/3 …..・H ・...・ H ・.(5)
¥ lVO I 
これより、(4)式は次のようになる。
1. z Surface ¥ ムHi
σ:.-=11一一τ~J' ?n τ …・…・・・……(6)
Z~.... I Vi'". No.'" 


























































1273 1773 2273 
温度 /K
























































RTI， Nl附 ce yfkwhce(Z NY加)I 




RTl NFFjbce yFF仰 (T，Nl附白)I 




ている。 ax、Nxはそれそ守れ成分X(X=A or B)の活量およ
びモル分率である。 (7)，(8)式ではaE=yE(T，NE)-NE
の関係を用いており、 yE(T，NE)は表面 (p= Surface)お
よびバルク (P=Bulk)の成分Xの活量係数であり、括弧内
の温度Tと濃度N~の関数で、ある。 (7) ， (8)式においてバル
クに対する活量係数yfulhの'情報は熱力学データ集から直接










RT lny lurface (T， Nl州勺
17Surface 
=五五了 .RTln ylU1k (T， Nl附勺・........・H ・-…・(9)
z~-" 























U1k (T， N1U1k) =(A+引(ω N1U1k)
.・H ・..………(11)
表面の活量係数を次のように近似するという考え方である。
RTIn yf附 ce(T， N lurface ) 
=ZZ-lA+主l・(C+D. Nlurface) ... .. (ロ)
z~_.. 1 I 
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